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暮らしの質向上検討会第３分科会 取りまとめ（案） 

 

Ⅲ．各テーマごとの検討 

（略） 

 ３．活動しやすくする工夫 

（１）総論 

（はじめに：提言のポイント） 

○活動しやすくする工夫について 

・産前産後、子育て期を中心に活動に制約のある女性、積極的に社会

貢献したい女性（子育てが一段落した女性等）等、女性の置かれた

シチュエーションごとに、女性を活動しやすくするために期待され

る「民間の創意工夫」を整理。 

・当該創意工夫を広める施策を進め、民間の取組を強化することによ

り、女性が活動しやすい社会へと持続的な変化を促進する。 

 

（はじめに～睡眠時間の各国比較） 

○女性の暮らしに関して試みに睡眠時間について見てみると、2009 年の経

済協力開発機構（ＯＥＣＤ）のデータでは、日本人の平均睡眠時間は 7

時間 50 分で、韓国（7 時間 49 分）に次ぎ、第 3 位を引き離した第２位

の短さであり、ＯＥＣＤ平均（8時間 18 分）より 28 分短く、かつ、年々

減少の傾向にある。 

しかも、女性に限れば、日本人は 7時間 36 分で最短（第２位（韓国）は

7時間 42 分）、ＯＥＣＤ平均（8時間 26 分）と比べると実に 50 分も短

く、日本人男性（7時間 52 分）と比べても 16 分も短い。日本の女性は、

とにかく時間のやりくりに苦労している状況が浮かび上がってくる。 

 

○豊かでゆとりある家庭生活の実現に向けて、夫婦の時間、子育て時間、

睡眠時間の確保、子育てサポート、妊婦の安心・安全、地域での取組の

充実、暮らしやすい生活環境を実現のための取組を推進していくことは

すべての女性にとって重要であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

資料２ 
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Ⅲ－３－１図 睡眠時間の国際比較 

 

 

 

（女性の置かれたシチュエーションの分類～活動しやすくなる工夫を考

えるに当たって～） 

 

○このように、日本の女性は睡眠時間を削らざるを得ないような状況にあ

り、女性が活動しやすくするためには、まず、このような状況を改善す

る必要がある。その検討に当たっては、例えば、社会との関係性（例：

学び、活躍、他者へのサポートを人生の時期としてとらえる）、生き方の

価値観（例：子供を授かることを選択するか否か）等、女性の置かれた

シチュエーションごとに様々な視点が考えられるが、本提言では、以下

のデータに注目した。 

 

   ○国立社会保障・人口問題研究所の「第 14 回出生動向基本調査」の結果

から、第１子出産前に有職だった女性の約６割が出産前後で離職して

いることが分かる。なお、この割合は、昭和 60 年以来殆ど変わってい

ない（Ⅲ-3-2 図）。 

また、労働力調査でも、上記の離職を反映して、いわゆるＭ字カーブと

言われる現象（労働力率が 30 歳代で低くなる現象）、Ｍ字の右肩の 40

（備考）OECD based on data from National Time Use Surveys より作成
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歳代以降でも非正規雇用が多いという現象が起こっていることが分か

る（Ⅲ-3-3 図、Ⅲ-3-4 図）。 

 

○すなわち、現実問題として、出産・子育てが、女性のライフイベントと

して、その後の人生設計に大きな影響を与えていると考えられる。 

 

 Ⅲ-３-２図 出産前有職者に係る第１子出産前後での就業状況 

 

 

 

 

Ⅲ-３-３図 

 

（備考） 
 １．国立社会保障・人口問題研究所「第 14 回出生動向基本調査（夫婦調査）」（2011 年）より作成。 
 ２．第１子が１歳以上 15 歳未満の子を持つ初婚どうし夫婦について集計。 
 ３．出産前後の就業経歴 
   就業継続(育休利用） －妊娠判明時就業～育児休業取得～子ども１歳時就業 
   就業継続(育休なし)  －妊娠判明時就業～育児休業取得なし～子ども１歳時就業 
   出産退職           －妊娠判明時就業～子ども１歳時無職 
   妊娠前から無職     －妊娠判明時無職～子ども１歳時無職  

内閣府男女共同参画局「仕事と生活の調和(ワークライフバランス)レポート 2014」より 
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Ⅲ-３-４図 

 

 

 

 

（内閣府男女共同参画局「男女共同参画白書 平成 26 年度版」より） 
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○このため、女性の置かれたシチュエーションを主として子育てとの関係

に着目し、「子育て前」（産前・産後）／「子育て中」（乳幼児期／就学期）

に分類することに一定の合理性がある。ただし、全ての女性が子を産む

ことを選択するとは限らず、また子育てに加えて、親の介護その他困難

な状況を抱えることもありうるので、こうした点も視野に含める必要が

ある。 

 

○一方、女性は、何らかの支援を「必要とする」だけではない。すなわち、

子育てが一段落した女性は、（もちろん個々の女性の主体的判断による

が）その経験・能力を活かして支援を「提供する」側に立つこともあり

うることを念頭に置く必要がある。 

 
1 

○なお、女性の置かれたシチュエーションの分類に関して子育てに着目し

たのは、女性が家事・子育て・介護の大半を担っているという現状を踏

まえたものであり、女性が固定的に家事・子育ての役割を担うことを是

とするものではない。むしろ、男性よりも短い睡眠時間という現象に象

徴されるように、妻の家事・子育て・介護の負担が過重になっていると

の認識を持つべきであり、今後、男性も家事・子育て・介護に参加する

ことが求められていることも付言しておきたい。 

 

  （マインドセット・自己肯定感） 

○女性が過重な負担を負うことに陥りがちな理由として、仕事も家事・子

育ても全てにおいて完璧でないといけない、という強迫的なマインドセ

ットに自縄自縛になっているためであると推察される。こうしたマイン

ドセットは過度の負担を生じ、本来喜ぶべき妊娠・出産に不安を感じさ

せ、場合によっては、育児放棄等の痛ましい事態の温床となることすら

も考えられる。また、「男は仕事、女は家庭」というマインドセットは、

夫が家計を支える高度成長期の一時期には仕事と家庭の在り方として一

定の合理性はあったが、共働き家庭が主流である現代においては、この

マインドセットを解く必要がある。 

 

                                                  
1 マインドセット：教育、先入観などから形成される思考様式、心理状態。暗黙の了解事

項、思い込み（パラダイム）、価値観、信念などがこれに含まれる。 
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○都市化や核家族化が進行する以前の日本社会では、地縁社会や血縁社会

のコミュニティにおいて家事・子育て・介護などの助け合いがあり、そ

れは日本の長所であったと考えられる。しかしながら現在、核家族の中

で一人の妻に過重な負担が生じている実態があり、これは日本の長所を

生かし切れていない状態、改善すべき余地が十分にある状態であると考

えられる。家事・子育て・介護で地域コミュニティの力を借りる、また、

外部のサービスや製品等によって時短が可能なものは時間を短縮する

など、現代的な新たな支援を積極的に活用することについて、社会全体

で肯定的に評価すべきであろう。 

 

○それでは、強迫的なマインドセットを解くことで何が起こるのだろうか。 

押しつぶされがちな個々人の心に余裕が生じ、個々人が心の豊かさを感

じ、また、自己肯定感・自尊感情を持ちやすくなると考えられる。自己

肯定感・自尊感情は、生き生きと暮らす土台とも言うべきものであり、

また、子育てにとっても土台と言うべきものである。特殊な能力を備え

た人間でないと仕事と家事・子育ての両立ができないという状況がある

限り、社会全体のマインドセットは解かれておらず、社会の中に何らか

の歪みを生む原因が潜んでいると考えるべきであろう。 

 

○また、今後、マインドセットを解いていくに当たっては、男女を問わず、

家事・子育て、消費生活などをマネジメントする知識・能力である「生

活マネジメント力」2を磨くことも大切であろうと考えられる。一人一

人がこうした「生活マネジメント力」を身に付けることによって、生活

実感に即した社会へと変えていく底力になりうる。 

 

   （社会参画による自己実現） 

○マインドセットを解くことと並んで、社会参画も重要なキーワードであ

る。人は他者と関わらずに生きるよりも、家族を含めた社会に主体的に

関わっていくことで心の豊かさを得ることができるのではないだろう

か。こうしたことにかんがみ、すなわち、家族を含めた社会に主体的に

参画・貢献し、ひとり一人が自分の能力を発揮できるようにすることは、

生き甲斐や自己肯定感の向上にもつながり、生き生きと暮らせる社会へ

と転換するための重要な要素であると考えられる。 

                                                  
2生活マネジメント力：家事・子育て、消費生活などをマネジメントする知識・能力を指す

造語。上記マインドセットの解放にもかんがみ、当該能力には足りない部分は他人の力

を借りる力も包含するものとして扱う。 
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（日本の長所の継承） 

○時代によって変わらない日本の良さ（不易）を守るためには、時代に即

して変えていくべき点は変えるという日本人の智慧についても触れる必

要がある。生物の進化を探求し続けたチャールズ・ダーウィンも、「最も

強い者が生き残るのではなく、 最も賢い者が生き延びるのでもない。 

唯一生き残るのは、変化できる者である。」という言葉を残している。キ

ーワードは変化であり、重要なのは、何を変え、何を変えないかという

ことである。 

 

○高度成長期とは異なって現代では共働き世帯が主流となっているなど、

社会は中長期的に大きく変化している(Ⅲ-３－５図)。一方、国民から

は、オリンピック招致で有名になったおもてなしの精神に加え、思いや

り、誠実さ、優しさ、おたがいさま、心遣いといった助け合いに関する

精神文化、自然を大切にする精神などを世界に発信したいという声が多

く寄せられた。これは、こうした価値を引き続き大切にしたいという心

の表れと考えられる。日本社会においては大切にされてきた助け合いと

いう「不易」の精神文化を大切にしながら、変化する社会の実情に応じ

て、マインドセットに囚われずに暮らし方を変えていくために智慧を絞

ることが大切であろう。 

 

Ⅲ-３-５図      共働き等世帯数の推移 

（内閣府男女共同参画局「男女共同参画白書 平成 26 年度版」より）
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   （世界への発信） 

○また、東日本大震災時には、略奪や暴動が起きない日本人の忍耐強さ

や規律正しさなどが世界から称賛され、日本人が自らの長所を再認識

する契機となった。つまり、我が国の長所を継承・発展するために

は、日本の良さを世界に発信していくことも一つの工夫である。その

手法として、精神文化はなかなか伝わりにくい面もあることから、日

本の良さが凝縮されたような製品等を海外に展開することも効果的で

あると考えられる。例えば、後述する日本発のキッズデザインは、欧

米でも注目されるようになり、現在、国際標準であるＩＳＯガイド５

０（子供のための安全指針）の改定も予定されている。今後、キッズ

デザインの製品等の海外展開が期待される。 

     

   （議論の方向性） 

○女性が活動しやすくするためには、行政における施策の総動員の必要  

があることは言うまでもないが、それとともに民間の創意工夫ある取組

を強化することで、女性が活動しやすい社会へと持続的な変化が促進さ

れると考えられる。 

 

○具体的な民間の創意工夫としては、製品、施設・空間、サービス等、様々

なアプローチが考えられる。 

 

○例えば、子育てに関わる家事や労働に使いやすく安全な製品を導入した 

り、子育て支援機能を有する施設を利用することにより、女性のみなら

ず、男性の育児・家事への参加を促進でき、女性が活躍できる時間の創

出にもつながる。こうした製品、施設・空間、サービスを、デザイン面

での創意工夫に着目し、以下、各論での記述を含めて、キッズデザイン

の製品等又は単にキッズデザイン3と総称したい。 

 

   ○また、子供を産み育てやすい環境、子育てが楽しい社会という観点から

は、主として子供に主眼を置いたキッズデザインに加え、今後、多様な

母性を大切にするマタニティデザインが重要になる。 

                                                  
3 キッズデザインの製品等：子育て支援や子供の安全・安心に資する多様な製品、施設・

空間、サービス。〔ＮＰＯ法人〕キッズデザイン協議会では、「キッズデザイン賞」とい

う形で、キッズデザインの製品等を表彰している（これまでの８回の表彰で、内閣総理

大臣賞を含めてのべ約 1200 点を表彰。）。 
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   （ポスママ活躍社会を目指して） 

○また、ポスママ（子育ての一段落した女性）の様々な経験・能力は、地

域コミュニティなど社会にとって大切であり、今後、「Ⅱ．総論」で述べ

たような社会を形成する大きな原動力となりうる。 
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（２） 暮らしの質向上に向けた取組 

１）シチュエーション別の活動しやすくする民間等の創意工夫 

 上記（１）に基づき、 

ア)ニーズを抱えている状況として、①子育て前（産前・産後）、②子育て中

（子どもが乳幼児）、③子育て中（子どもが就学）、④介護・困難な状況、 

イ)社会への参画として、⑤ポスママ・先輩ママ活躍 

のシチュエーションに分類して考察した。これらのシチュエーションごとに、

必要な視点・要素、望まれる実践提案、及び、民間等の創意工夫の先駆的な

取組事例等を紹介する。 

 

ア）ニーズを抱えている状況 

① 子育て前（産前産後） 

 

 

 

 

 

 

（マインドセットを解き、育児スタートラインをラクに） 

完璧であらねばというマインドセットを解き、本来喜ぶべき妊娠・出産

というライフイベントを楽しいと感じることができるようにするため、産

前・産後をラクにするような、商品・サービスの提供、先輩ママや専門家

による情報・ケア、地域コミュニティでの支援等を行う。また、こうした

取組は、特に産後に陥りやすい、産後うつ、自己認識障害の克服に寄与す

る。 

 

（孤立化を防ぎ、自立を促す） 

  人と人のつながりが希薄になる中、周囲に教えてくれる人がおらず、産

前・産後に不安を抱えてしまうという状況に対応するため、コミュニティ

でのケアを行うことや、抱え込む、手を出しすぎる子育てケアから自立を

促すハンズオフケアへ転換は、孤立化を防ぎ、自立へとつながる。 

 

（女性の心と身体の健康をサポートする） 

 女性の心と身体について、先輩ママからの経験に裏打ちされた助言、適

正な情報が得られる環境を提供することによって、不安の払拭、健康維持・

増進、希望に応じた様々な人生へとつながる。 

 地域コミュニティでのつながりにより、孤立化を防ぎ、妊娠・出

産への不安を取り除くとともに、産前産後をラクにするようなモ

ノ、サービス、場づくりにより、完璧であらねばというマインドセ

ットを解くことで、育児スタートラインがラクになり、子育ての土

台となる自己肯定感、自尊感情を醸成する。
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（青少年期のマインドセットを解く） 

 マインドセットを解くには、遡って、人格の形成期である青少年期は重

要な時期であり、この時期に、例えば男女が協力する家族観を育成するこ

と、職業観・社会貢献の精神を涵養することが重要である。その際、抽象

的概念としてではなく具体的に、幼児との触れ合いやワーク・ライフ・バ

ランスの実例を学ぶことによって、より関心を深めることができる。また、

マインドセットを解きやすい自己を確立するため、自己肯定感の醸成、コ

ミュニケーション力の育成も重要であろう。 

  こうした人格形成により、青少年期に生き方を見つめ、仕事、結婚、出

産、育児等といったライフイベントにおいて、マインドセットに流されず、

自らの人生を主体的に選択する姿勢や能力を身に着けやすくなると考え

られる。 

  なお、既に働いている人々のマインドセットを解くためのユニークなシ

ョック療法的な手法として、②に述べる子連れ出勤が考えられる。子連れ

出勤は、仕事と家庭を両立しやすい職場風土の形成や、子供の職業観の涵

養に、大いに寄与すると期待できる。 
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＜民間等の創意工夫の事例 ①子育て前（産前産後）＞ 
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② 子育て中（子どもが乳幼児） 

 

 

 

 

 

 

 

（コミュニティの助け合い等により自己肯定感を醸成） 

孤立しがちな時期に、先輩ママの生の情報を入手することやコミュニケ

ーション・ネットワークの場である地域コミュニティでの助け合いが行わ

れることは、自己肯定感を醸成する上で重要である。 

「子育て支援策等に関する調査 2014」（三菱 UFJ リサーチコンサルティ

ング株式会社）においても報告されているが、地域の中での子どもを通じ

た付き合いの度合いと子育ての楽しさの感じ方の度合いは相関があり、地

域コミュニティとのつながりが、孤立化・負担感増加の軽減に寄与すると

考えられる。 

 

（安全・安心なキッズデザイン） 

乳幼児保育に特に重要なこととして、如何に事故から守るかがあげられる。

東京消防庁の統計によると、平成 25 年までの 5年間で 0～5歳の乳幼児の事

故の救急搬送が年々増加しており、より安全で、子供の成長に合わせたキッ

ズデザインに代表される製品・サービス、子育てしやすい環境の整備等は重

要である。 

 

（病児保育への対応） 

事故と並んで、時間的猶予なく対応が必要なことの代表例が、急病の際の

保育である。病児保育サービスを受けられる環境を提供し、急に仕事を休む

ことが困難な状況にある場合の支援が円滑に行われることは、子どもの心身

の発達にとっても大変重要である。 

 

（より動きやすく、時短に） 

子連れでの移動、子供だけでの移動をよりしやすくするサービスや、家庭

と職場をより短い動線、より短時間、小労力で活動できること、地域での子

育てシェアは、この時期の日常生活において貴重なゆとりを生みだす。 

 事故・病気の危険性のより大きい乳幼児を育てやすくするため、地域

コミュニティにおける助け合いや、動きやすさ・時短を可能とするモ

ノ、サービス、場を提供する。これにより、全て背負わなければとい

うマインドセットを解き、心に余裕が生じ、自己肯定感・自尊感情を

持ち、親子ともに生き生きと暮らす環境が形成される。 
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（子連れワークスタイル） 

子連れ出勤等を通じ、社会に接点を多く持って成長した子どもは、最も頭

脳のシステムが形作られる時期に多様な大人たちの反応に触れて成長する

ため、多様な人間関係を形成できる社会性を身につけやすい。子どもの育成

環境と働く環境を同時に達成することができる子連れワークスタイルは、社

会の進化にとって大切な試みである。 

また、子供の急病時に代表される困難な状況と仕事との両立を可能にする

働き方として、究極の職住近接である自宅でのテレワークがある。今後、多

様な働き方の一つとしてのテレワークの普及が望まれる。 

なお、女性は概して同時並行で複数のタスクを処理するマルチタスクの能

力が高いという脳科学における見解もあり、この見解が正しければ、女性の

働き方として、子育てワークスタイル、テレワーク等は、仕事の質を維持し

ながら仕事と子育てを調和させる有力な方法となりうると期待される。 

 

以上のような商品・サービス・仕組みの普及推進が、乳幼児の心身の健や

かな成長にとって大きく寄与するとともに、乳幼児保育期における子育ての

下支え、サポートになり、育てる側の精神的、身体的、時間的余裕を生むこ

とが期待される。また、育てる側が余裕を持つことが、子どもへの更なる好

影響へとつながる。 

 これらの推進に当たっては、子育て世代の平均値ではない生活実態を深く

調査し、真のニーズの掘り起こしていくことが重要である。 
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＜民間等の創意工夫の事例 ②子育て中（子どもが乳幼児）＞ 
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③ 子育て中（子どもが就学） 

 

 

 

 

 

（多世代、コミュニティでの助け合い、生活マネジメント力の醸成） 

多世帯の交流可能な住居などの民間でのコミュニティづくりの創意工

夫、子育てをしながらスモールビジネスができる空間づくり、祖父母の協

力と教育がしやすい三世代同居の推進等により、社会における「場の提供」

を行うことが、就学期の子供の健やかな成長につながると考えられる。 

 

（子どもの社会からの孤立を防ぐ） 

就学年齢に達した子供は、その成長に伴い、乳幼児期より精神的なサポ

ートが重要になってくると考えられる。 

  家庭、学校、地域の中に自分の居場所を見出すことが難しい子供が社会

から孤立しないように、居場所や学習の場を提供し、子供の成長を支援す

る多様なコミュニティを形成することは大きな意味を持つと思われる。 

 

（子どもの外出時の安全・安心） 

子供だけでの移動をよりしやすくするサービスや子供の安心な移動を

支援するサービスの提供により、子供の家庭の外における活発な活動を支

援することで、子供の社会性の醸成等を下支えすると考えられる。 

 

以上のような、地域コミュニティ、社会全体で子どもの成長を見守るこ

とができるような仕組み、サービス、商品の普及が期待される。 

  

 地域コミュニティや多世代での助け合いを推進すること、生活マネ

ジメント力を醸成すること、安全・安心を守ること、モノ、サービ

ス、場づくり等が、子どもの社会からの孤立を防ぎ、健やかな成長の

下支えとなる。 
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＜民間等の創意工夫の事例 ③子育て中（子どもが就学）＞ 
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④ 介護・困難な状況 

 

 

 

 

 

 

（介護する人へのケア） 

介護には終わりが見えないとよく言われるとおり、先の見通しが立たない

点で育児とは異なる困難さがあると考えられる。 

 介護する人に対するケア、サポートの仕組みづくり、サポートの実施によ

り、介護する人の孤立を防ぎ、社会へつなぐことができる。 

 

（様々な状況に応じた多様な働き方） 

多様な働き方を支援又は推進する仕組みの構築、多様な働き方が できる

風土の醸成等により、介護等を行う人がその能力を発揮しやすい環境を提供

することも大きな支えとなる。 

 

（困難な状況に寄り添い自立へ） 

シングルマザー、乳幼児を抱えながらＤＶを受けるなど様々な困難な状 

況、生きづらさを抱える女性の生活相談・支援、交流等を実施することによ

り、社会からの孤立を防ぎ、就労や将来に向けた自立を支援することは、包

容力のある社会を形成する上で重要である。 

 

（様々な困難な状況をサポート） 

難病等生活しにくい状態にあり、身体的にも精神的にも苦しい状況にある

人に対し、サポートする製品・サービス、コンサルティング、就労支援等に

よって、より活動しやすい状態へと手助けすることにより、希望ある将来に

つなぐことができる。 

 

  

 介護や様々な困難な状況に寄り添うケア、就労、多様な働き方のサポ

ート等の仕組み・環境づくり、生きづらさを抱える人への生活相談・支

援、交流等を推進することにより、社会から孤立を防ぎ、自立を支援す

る。 
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＜民間等の創意工夫の事例 ④介護・困難な状況＞ 
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イ）社会への参画 

⑤ポスママ・先輩ママ活躍 

 

 

 

 

 

（社会参画による自己実現・自己肯定感の向上） 

  子育てがひと段落したポスママ世代や、地域、次世代等に貢献したいと

考えている人が、その経験や能力を活かして、社会への主体的な参画（例

えば、放課後の子供の預かり等地域の子育てサポート、様々な知恵の伝承

等）は、その地域、次世代にとって大変有益である。また、ポスママの側

でも、主体的に関わることで心の豊かさを得、社会の役に立つことで生き

甲斐や自己肯定感の向上につながるとともに、老後に向けて、月 10 万円

程度の収入を得る手段となりうると思われる。 

 

（仕組み、環境づくり） 

 家事・子育ての経験・能力を有するポスママ・先輩ママの登録制による

サービス提供の仕組みが考えられる（サービスの例：母の味を活かす子供

向け惣菜提供ビジネス、子育てに関する知恵の伝承スクールなど）。こう

した取組により、子育てママ等に生きた経験・能力を継承することができ

る。 

 また、ピアノ教室、料理教室、喫茶店、ハンドメイド商品の販売その他

の小規模のビジネスを営むことのできる住宅の供給、公民館や図書館の活

用、ネット販売マーケットプレイスの提供により、こうした小規模ビジネ

スのチャンスを拡大し、社会に根付かせることに寄与する。 

 

（起業サポート） 

 起業を応援する施策、仕組み等により、意欲のある女性の能力が活かさ

れ、その社会への貢献により、より良い社会につながる。いくつかの企業

においても、中長期的な社会課題の解決と経済活動の両立をめざし、業種

に応じた起業支援に関する企画、取組がされている。 

  近年注目を集めているクラウドファンディング（インターネット経由で

不特定多数の人から資金を調達する仕組み）も、起業を後押しし、国民の

希望を形にする有用な民間の取組の１つである。 

 

 個々の経験や能力を活かし、家族を含めた社会に主体的に参画・貢

献できる環境づくりを推進することにより、個々の生き甲斐や自己肯

定感の向上を図るとともに、貴重な経験や能力を地域や次世代等に還

元できるようにする。 
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（地域コミュニティでの場づくり） 

 地域においてアクティブな人材の参画を促す様々な場をつくることに

より、地域コミュニティが活性化し、助け合い、生き生きと暮らせる社会

の形成が可能になる。 
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＜民間等の創意工夫の事例 ⑤ポスママ・先輩ママ活躍＞ 
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２）豊かでゆとりある家庭生活の実現に向けた施策 

政府においても、豊かでゆとりある家庭生活の実現に向け、以下の施策を

推進する。 

  

 ○夏の生活スタイル変革 

個々人がライフスタイルに合わせて仕事ができるようになることを最終

目標として、まずは、明るい時間が長い夏の間は、「夏の生活スタイル変革」

として「朝型勤務」、「早期退庁」を推進し、この取組を国全体に浸透させる。 

 

○共食（食育）の推進 

 第２次食育推進基本計画に、家族との「共食」(家族が食卓を囲んで共に

食事をとりながらコミュニケーションを図ること)は、望ましい食習慣の実

践や、食の楽しさを実感させる精神的な豊かさをもたらすものとされており、

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）等の推進にも配慮しつつ「共

食」の回数の増加を目指す。 

 

○三世代同居・近居 

家族において世代間で助け合いながら子や孫を育てることができるよう

にするため、三世代同居・近居を希望する方がその希望を実現できるよう三

世代同居・近居を支援するための優遇策等の方策を検討する。 

 

○街なか居住等の推進 

職住近接で子育てしやすい都心居住、街なか居住を実現するため、住宅の

供給や良好な住宅市街地などの環境整備を行う。 

 

○テレワーク 

ＩＣＴを活用した場所や時間にとらわれない柔軟な働き方を実現するため、

専門家派遣等の人的サポート、セミナーやシンポジウムの開催を通じた普及

啓発など、テレワークの導入促進に積極的に取り組む。 

 

○駅や小売店等を活用した子供との外出を応援するサービス等の提供 

  子供を連れての外出が、支障が少なく楽しいものとなるよう、駅や小売店

等において、子供との外出を応援するためのサービス等の提供が行われるよ

う要請し、環境の整備を図る。あわせて、公共交通機関における優先的な乗

車など、子供連れの家族への配慮が行われるよう要請する。 
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○「女性応援ポータルサイト」の機能強化 

「安心して出産をしたい」「就業・再就職したい」等の女性のニーズに合っ

た関係府省等の支援情報を整理し、分かりやすく案内するポータルサイト（平

成 27 年３月開設）について、掲載情報の充実や機能強化を図り、女性が必要

とする情報をきめ細かく入手できる環境を整備する。 

 

  

 （３）今後に向けた提言 

 

 （４）マップ等参考資料 

 

 

 

 


